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■概要

・一般的な臨床検査項目でモニターできる重大な副作用が添付文書に記載されている医薬品について、それを投与されている患者さんの検査値から

副作用発現が疑われる場合に注意喚起を可能とするデータべースです。

・重大な副作用ごとに関連する検査項目と基準値を設定しています。

・医薬品ごとの重大な副作用名称を搭載しており、チェックがかかった際は添付文書通りの表記で出力可能です。

■特徴・機能

■目的・利用場面

・病院、クリニック、調剤薬局において、検査値を利用した重大な副作用の早期発見にご利用いただけます。

検査値－副作用チェックDB
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■システム、Web等での表示例
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※肝障害

以下の重大な副作用が発現している、
または発現するおそれがあります

処方

■データ例

『ブイフェンド錠200mg』の添付文書（抜粋）

【重大な副作用】

11.1.3 肝障害
重篤な肝障害（肝炎、黄疸、肝不全、肝性昏睡等）があらわれることがあり、死亡例も報告されている。

『ブイフェンド錠200mg』のデータ（抜粋）

個別医薬品コード 添付文書副作用名 検査項目 チェック基準値 単位

6179001F2020 肝障害 AST(GOT) 100 U/L

6179001F2020 肝障害 ALT(GPT) 100 U/L

6179001F2020 肝障害 総ビリルビン(T-Bil) 3 mg/dL

添付文書に臨床検査値が記載されていない場合にも対応しています。

検査日 ○年○月○日治療中の検査結果

検査値－副作用チェックDB

薬品名 1日量 投与日数

ブイフェンド200mg 2錠 14日分

検査項目 検査値

AST（GOT） 180 U/L

ALT（GPT） 156 U/L

総ビリルビン 7.9 mg/dL
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